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CRT栃木放送『開倫塾の時間』 2005年 11月 26日(土)放送内容速記録

教育と成果とその主要な基底要因について考える

開倫塾

塾長 林 明夫

おはようございます。開倫塾塾長の林明夫です。今朝も「開倫塾の時間」をお聴き頂きありがとう

ございます。

11 月 6 日に、東京の神田の近くで開催された日本学術会議に参加させて頂きました。それは、兵

庫教育大学の社会調査研究センターが主催した国際会議です。教育の成果とその主要な基底要因、教

育の成果は何によって決定されるのか、また、生まれるのかという勉強会でした。朝９時半から夕方

４時半までほぼ一日出席しました。大変貴重なお話をお聴きしましたので、その内容について皆さん

にご紹介しながら考えていきたいと思います。

会議の最後に、兵庫教育大学の学長である梶田先生がその日のまとめをし、「教育の成果を決定す

るものは２つある。１つは本人の自覚、もう１つは先生の力量である」とおっしゃいました。私もそ

の通りだと思います。一番大事なのは本人の自覚ですね。何事も、本人が自覚しない限りどうしよう

もありません。自覚、つまりやる気です。どのようにしてやる気を出すか、どのように自覚を持って

勉強をしてもらうか、これが大事だと思います。また、先生に力量がないと、本人がいくら自覚を持

ってもダメです。本人の自覚と先生の力量、この２つがうまく重なり合うと素晴らしい教育効果が生

まれます。

梶田先生は、御自身の小学校１・２年生の時の担任の先生が素晴らしい方だったので、今日の私が

あるとおっしゃっていました。先生が素晴らしければ、どのような条件の下でも高い学習効果、教育

の結果を出すことができます。どんなに貧しくても劣悪な状況でも、本当に力量のある先生の下にい

れば教育の効果・成果は出ます。しかし、本当に素晴らしく、突出し、抜きん出ている先生は少ない

です。ですから、素晴らしい先生に教えてもらった生徒だけが伸び、力量の落ちた先生に教わった生

徒の学習成果・効果はなかなか上がらないと思います。

では、どのように考えたらよいのでしょうか。一番大事なのは先程お話した本人の自覚です。本人

の自覚を促す一番よい方法は、なぜ勉強が必要かということを家庭でご家族の方が自分のわかる範囲

でゆっくり話してあげることであると思います。「このような勉強をしていたので、こんなよいこと

があったよ」とか「このように勉強しなかったから大変な状況になって、失敗してしまった」といっ

た、できるだけ身近なことを具体的に話して頂ければ、家庭でも十分に本人の自覚を促すことはでき
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ます。また、素晴らしいと思う人物がいらっしゃったら、お子さんをその人のところに連れて行って、

その方のお話を伺うとよいと思います。さらに、「二宮金次郎」を初め素晴らしい人物の生涯を語っ

た伝記をできるだけ読んで頂き、このように素晴らしい人生を送るには勉強も大事であることを本人

に悟らせたり、自覚させたりすることも大事です。

それが手軽にできるのは、新聞を読むことです。開倫塾では、新聞を教育に活かす「NIE(Newspaper In

Educatuin) 新聞を読んで考えよう」活動に一所懸命取り組んでいます。新聞を１日に小学生は 20分、

中学生は 40分、高校生は１時間じっくり読んで頂ければ、世の中のことがけっこうよくわかります。

ご家族が読み終えた昨日の新聞をお子さんにプレゼントして下さい。そうすれば、お子さんは舐める

ように新聞を読むようになるかもしれません。できれば、その前にご家族の方がお子さんの前で新聞

を読み、「今日はこんなことがあったね」「こんな事件があったけれど、してはいけないね」「こんな

素晴らしい事があったから見習いたいね」等、話して頂きたいと思います。

健康欄には、健康を維持するためにはどうしたらよいか、病気にならないためにはどうしたらよい

かなど、いろいろなことが書いてあります。また、国際欄にも、いろいろな国でさまざまなことが起

こっていること、素晴らしいこともあるが大変なこともあることなどが書かれています。それらの文

章を読み、なぜこんなことが起こるのか、小泉改革は必要か等についてもいろいろと意見をお持ちの

ことと思いますので、それらをお子さんの前で大人の会話として聞かせて頂きたいと思います。する

と子供は世の中のことに興味を持ちます。自覚を促すよい方法として、家庭の中で新聞を読み、子供

にも新聞を読む習慣を身に付けさせるとよいと思います。１日に 10 分間、大きな声で新聞を読むと

ボケも治るという本も出ています。新聞を読むことは、非常に素晴らしいことです。

今日は、日本学術会議で話された、教育の成果とその主要な基底要因、何をもってどんなことで教

育の成果が出るのか、そのお話をさせて頂きました。その結論は、本人の自覚が高く、先生の力量が

高いことが望ましく、それが重なればよいということです。私達のできることは、本人の自覚を促す

ことだけですから、できれば皆さんのお力で子供たちの自覚を促して頂きたいと思います。皆さんは

どのようにお考えでしょうか。


